

































































































































































































































「ある一つの商品，たとえばーグオーターの小麦は， x量の靴墨とか， Y量の絹とか， z量
の金等々とか，ょうするにいろいろにちがった比率で他の諸商品と交換される。だから，小麦
はある唯一の交換価値をもヮているのではなくて，さまざまな交換価値をもっているのである。
しかし， X量の靴墨も Y量の絹も Z量の金等々も，おなじようにークオーターの小麦の交換価
値なのであるから， x量の靴墨やY量の絹やz量の金等々は，たがいにおさかえられうる，ま



































11〕～15）マルクス『資本論』（『マルクス，エンゲルス全集』，大月書店， 23巻所収） 1巻， 1章， 1 
長官。
価値の論証について 119 
だがしかしマルクスは， 『資本論』のここのところで，この両者に共通なものが価植である
とのべることはさげている。そしてマルクスは，諸商品の交換価値がいずれもそれに還元され
る共通なものを追究するため，こんどは，使用価値の捨象についての分析へとすすむのである。
「この共通なものは，商品の幾何学的とか物理学的とか化学的とか，あるいはその他の自然
的な属性ではありえなL、。およそ商品の物体的な属性は，ただそれらが商品を有用にし， した
がって使用価値にするかぎりでしか問題にならないのである。ところが他方，諸商品の交換関
係を明白に特徴づけているものは，まさに諸商品の使用価値の捨象なのである。この交換関係
のなかでは，ある使用価値は，それがただしかるべき割合でそこにありさえすれば，ほかのど
の使用価値ともちょうどおなじだけのものとして通用するのである。
「使用価値としては，諸商品は，なによりもまず，いろいろにことなった質であるが，交換
価値としては，諸商品l品、ろいろにことなった量でしかありえないのであり， したがって，一
分子の使用価値もふくんではいないのであるゆ。」
諸商品の諸交換価値がそれに還元されるある共通なものが自然的属性ではありえないこと，
また，諸商品の交換関係は諾商品の使用価値の捨象によって特徴づけられることは強調されて
L、る。しかし，その共通なものが社会的属性にほかならぬことの明示的な説明はおこなわれて
いない。交換にさいし，二つの商品が，使用価値としてはたがいにことなっているけれども，
それにもかかわらずたがL、にひとしいとされるゆえんのものが，ぞれら商品の自然的属性ある
L、は使用価値でありえないのは，むしろ自明のことである。
そこでマルクスは， 「諸商品の交換関係を明白に特徴づけているものは，まさに詰商品の使
用価値の捨象なのであるJとしたうえで，交換される二つの商品に共通なものをつきとめるた
めに，両者をたがいにことなった質とするもの，すなわち使用価値の捨象の分析にすすむので
ある。諾商品の交換関係における使用価値の捨象とL、うことの意味が，たちいって分析される
のである。
「そこで，諸商品体の使用価値を度外視すれば，諸商品体にのこるものは，労働生産物とい
う属性だけである。だがしかし，この労働生産物も，われわれの手もとですでにかえられてい
る。もしわれわれが労働生産物の使用価値を捨象するならば，それを使用価値にしている物体
的な諸成分や諸形態をも捨象しているのである。それはもはや，机や家や糸やその他の有用物
ではない。労働生産物の感覚的性状はすべて消しさられている。それはまた，もはや指物労働
や建築労働や紡績労働やその他の一定の生産的労働の生産物でもない。労働生産物の有用性と
ともに，労働生産物であらわきれている労働の有用’陛は消えさり，したがってまた，これちの
労働のいろいろな具体的形態も消えさり，これらの労働はもはやたがいに区別されることなし白
すべてのこらず同じ人間的労働lニ，抽象的人間労働に還元されているのである14）。」
こうして，交換にさいして等置される諸商品に共通なもの，それがあるゆえに交換にさいし
て諸商品が等置されるものを価値であると一一概念として一一把握しないままに，マルクスは少
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商品の諸交換価値がそれに還元される共通なものを究明するために，いわゆる使用価値の捨象
の分析をおしすすめる。そしてまず，その使用価値の捨象によって，労働生産物という属性だ
けがのこるとされる。
使用価値の捨象後にそれだけがのこるとされる労働生産物としづ属性一一それはもはや商品
の社会的属性いがいのものではありえないであろう。しかしマルクスは，ここにいたってもな
お，使用価値の捨認後にのこる労働生産物としづ属性が社会的属性iこはかならぬことを明示的
に説明せぬままである。そうしておいてマルクスは，その労働生産物という属性をうみだす労
働は，有用性，具体的形態を消失した，たがいに区別されることのない抽象的人間労働である
とするのである。
「さてこんどは，これらの労働生産物にのこヮているものを考察してみよう。それらにのこ
っているものは，おなじまぼろしのような対象性にほかならず，無差別な人間労働の，すなわ
ちその支出の形態にほかかわりのない人間労働力の支出の，ただの凝固物にほかならない。こ
れらのものがあらわしているのは，ただ，その生産に人間労働力が支出されており，人間労働
がつみあげられているということだけである。このような，それらに共通な社会的実体の結品
として，これらのものは価値一一商品価値なのである時。」
交換にさいし等置される諸商品に共通なものは商品価値にほかならないということがわかっ
た。商品の交換価値によってあらわされる諸商品に共遁なものは商品価値である。商品の交換
価値とし、う現象形態の本質は商品価値なのである。
商品に結晶し，対象化して価値を形成するもの，それは抽象的人間労働である。そしてその
抽象的人間労働は，ここにいたってはじめて価値の社会的実体であるとのべられているのであ
る。
諸商品は，それらを生産するさまざまな労働に共通な抽象的人間労働とLづ社会的実体の結
晶として価値なのである。 （続〉
(1989年9月29日〉
